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１．はじめに 

オホーツク海に注ぐ河川では，河口部に網走湖，サロ

マ湖に代表される海跡湖を有する河川が多くみられる．

その多くは塩水と淡水が混在する汽水湖であり，ワカサ

ギ，シジミなどの漁業が盛んである．近年，河川流域か

らの土砂流入や富栄養塩類の流入によって，湖の富栄養

化が進んでおり，流域としての環境負荷因子の低減対策

が求められている．秀島ら 1)は網走湖に流入する網走川

の小流域からの浮流土砂流出を，鵜木ら 2) は農業流域
河川における窒素の流出挙動を明らかにしているが，負

荷因子の流入抑制には，流域一貫の対策が不可欠である．

このような負荷因子の流域全体での動態については，ま

だ不明な点が多く，流域対策のためには負荷因子の動態

を把握することが重要である． 
本研究は，網走市近郊の藻琴湖に流入する藻琴川流域

を対象に，現状の土砂動態を把握するとともに，海跡湖

である藻琴湖の水環境に与えるインパクトを明らかにし，

最終的には，環境保全のために求められる流域対策を検

討することが目的である．今回は 2004年 8月 29日から
31 日にかけて台風 16 号が北海道を横断した際に実施し
た藻琴湖の観測結果を基に，藻琴湖の流況について報告

する． 
２．藻琴川流域の概要 

 藻琴川は藻琴山に源を発し，東藻琴村の中心を流れて

オホーツク海に注ぐ流域面積 184.1(km2)，流路延長 29.8  
(km)の南北に細長い二級河川である 3)．最下流の河口部

には湖沼面積 1.12(km2)の藻琴湖が位置している． 
 図-1 は国土数値情報の 50(m)グリッド標高データを
100(m)に再グリッド化し，水源となる地点までの累加面
積を閾値(TH)とし TH=1.0(km2)として作成した模擬河道

網と，それに付随するサブ流域図である．なお，河道網

作成やこの後の地形量解析は GIS 解析ソフト ArcView 
GIS を使用した．藻琴川流域は最上流の藻琴山斜面部だ
けが急勾配であり，流下するに勾配は緩くなり，大部分

のサブ流域は細長い短冊状の形状を呈している．したが

って，流出特性として流出のピークが小さい反面，長期

間に渡って流出が継続する流出形態を示すものと考えら

れる． 
また，図-2 は藻琴川流域における土地利用の変遷を，
国土数値情報の 1/10 細分メッシュデータを用いて 1976
年(L03-51M), 1988年(L03-62M), 1991年(L03-03M), 1997
年(L03-09M)について標高と同じく 100(m)グリッドに再
グリッド化して図示したものである．最下流部の水色部

が藻琴湖で，20 年間で水田がなくなり，畑地が増加し
ている．1976 年から 1997 年にかけて流域面積の 23.5%
で利用形態が変化しているが，1988 年以降は 10%以下
である．この利用形態の変化は大部分が畑地への転換で

あった．したがって，流域の浮流土砂抑制対策を施さな

ければ，最下流部の藻琴湖へ流入量が増大することにな

ろう．残念ながら 2004 年には本流域において顕著な浮
流土砂動態は観測されていないので，2005 年融雪出水
期の観測に期待するものである． 
３．藻琴湖の概要 

 藻琴湖は環境庁の湖沼調査報告書 4)によると，成因が

海跡湖で，海水の出入りが盛んな汽水性の腐植栄養湖に

分類される．腐植栄養湖とは臨海地域に多い低地湿原地

域における特有の物質変化サイクルの結果と言われてい

る．最大水深が 5.8m，平均水深が 1.8m の全体的に浅い
湖で，透明度は 1.4m と富栄養湖，腐植栄養湖の平均的
な値で，湖水の色は有機質の茶褐色を帯びている．藻琴

図-1 藻琴川流域              図-2 藻琴川流域の土地利用の変遷 
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湖の大部分の湖底は黒色の底泥（平均粒径 dm=0.11 mm，
密度 sρ =2.46 g/cm3 ）から成り，一部に砂質土がみられ

る．また，冬期間は湖面が結氷するものの，この時期の

寒シジミ漁が有名である． 
４．藻琴湖の現地観測結果 

 2004年 8月 29日，30日は藻琴湖の流況と水質の調査
を，30日 16時から 31日 16時までの大潮時において湖
から流入出する流量の 24 時間連続観測を実施した．流
速測定にはアレック電子の 2 次元電磁流速計 ACM-210
を，水質項目（水温，DO，濁度，pＨ，塩分濃度）には
TOAの多項目水質チェッカーWQC-22Aを用いた． 
 図-3 は藻琴川流入部と流出部付近の水質を示したも
のである。流入部では、湖底付近において濁度が高い値

を示しているのに対し、流出部では０となっている。こ

のことから、藻琴川を通じて流域からの負荷因子が流入

している可能性が高いといえる。 
図-4 は湖底の標高と水面下 50cm 地点の流速ベクトル

である．電磁流速計による流速測定では，図中の１測点

を水深方向に 50cm 間隔で測定するには約 20 分程度か
かり，計測に計 1.5 日を要した．このため，図-4 に示す
湖の流況は測定時刻によって異なるので，流速ベクトル

の色は図-5 に示す潮位と湖面水位の経時変化とリンク
している．つまり流速測定は夜間に流入してきた水量が

湖外へ吐出される流量ピーク時から次第に減少する時期

の流況ということになる．その観点で流速ベクトルの空

間分布を眺めると，湖中央の最深部では流れは殆どなく，

湖出口付近で流速が大きくなることが分かる．図-5 に
示すように，藻琴川の流入流量（山里観測所）は湖と海

の間を流入出する流量に比較すると僅かであり，湖面の

流動を引き起こす営力になっていないと考えられる． 
 次に図-6 は潮位，湖出口部 T1（流量観測地点）と湖
面水位（T2）の水位の相対関係を示したものである．
図-5 の流量変化と対比させると，観測開始の 16 時は湖
面，T1 と潮位がほぼ同じになって，湖からの流出量が
０に近づいている．その後，潮位が上昇し逆勾配となっ

て湖への逆流が生じ，４時頃に流量ピークを迎える．そ

れに伴って湖面水位も上昇し，7時頃に最大となり，潮 
位の低下と共に 12 時頃に流出流量が最大となっている．
なお，31 日は台風 16 号の影響で高潮になり，前日 16
時より潮位が高いために逆流が早く起こっている．この

ような流況により、大潮時では藻琴湖全体が塩分濃度約

3％の塩水湖となっている。 

 
５．おわりに 

 今回の観測によって，藻琴湖の大潮時の潮位，湖面水

位と流入出量の関係を明らかにすることができた．今後

は，洪水期間中の流況を把握すると共に，河川流域から

流入する環境負荷因子と湖沼環境との関係を解明する予

定である． 
謝辞：本研究は(財)北海道河川防災研究センター平成 16
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図-5 藻琴湖観測期間中の流入出流量，水位の経時変化

図-4 藻琴湖の湖底標高と流速ベクトル 
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